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志
　教員養成大学に於ける理科教育法の在り方について論する以前に，順序として新制大学の理念特質
,について一応触れたいと思う。
　申す迄もなく新制大学０第一〇特質は･各大学に一般教養科目即ち，人文，社会，自然０科学に
general caurse　を設定いた事であり，次には教育学部，学芸学部等０教員養成大学に於いて，教職
科目の強化を計った事が第二の特質と云えよう。
　次に教員養成大学に於ける七教科群（一般教養科目，教義科目，専門科目，外国語，体育，関聯科
目，自由選択科目）０中，体育，外国語等の使命について諭する限りではないが，之等を除外すると
一般教養科目，専門科目,教職科目に三大別する事が出来ると思われる゜此０三教科群は何れが上位と
か，下位とか，予備的とか，或は基礎的と･か
０意味を含まないのが新制大学０理念と合致
するように思料芯れる。そこで第一図０よう
に正三角形０各頂点,に向つて夫々の教科（学
問）が夫々０日的に志向すると考えられる。
　筆者は茲で問題をconcl。Seして述べんと
する焦点に方向付ける為に，自然科学０領域　一肩史
に限定し夫々ｏ教科が夫々ｏ目的に志向する衆凍ｼﾞ科ｐ
様相を第二図ｏ如く示した。
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　　第一図
　中す迄もない事であるが上述０三教科
群の取扱の精神について一寸触れるのを
許容されるならば，
　（ａ）専門科目（自然科学）の取扱法
は教育学部であろうと，文理学部であろ
うと敢えて捉われる必要なく其の目的と
する所は.自然の真理探究であり，其０方
法は自然科学それ自体０方法がとられ何
処までも無色誘明な行き方でなければな
ちない､と思わ･れる。然しながら第一図に示す様に教員養成大学に於いては他の大学に･比して専門科目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（し1）
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に配当された時間数が少ないのは事実であり、従って各教科に於いて其の内容の取材が重点的に而も
合理的にpick up され‘るととが当然要求される゜わけ七あ乱、
　　（ｂ）一般教養科目については其の目的が全休的人間，
完全なる有機的社会性ある人間像の育成にある事は中す迄
もない事であるが，一応第三図の様に示したわけである。
そして一般教養としてｏ自然科学ｏ取扱方は其の目的が完
全なる有機的‘社会性ある人間像ｏ育成を目指す限り，其ｏ
内容たる取材に於いて余程専門教養とは異るべきである。
　之を要するに各大学に於いて，時間的制約，或は高等学
校教科課程，各大学の特殊事情よりして，教養科目並に専
門教科ｏ実施方法について幾多ｏ悩みと碍害はあるが，教
職科目なる理科教育法に於いて更に一層それを痛感させら
れるものがある。
　　Ｉ　理科教育法のシラバス作製の理念
第三図
　旧制の教員養成学校即ち，師範学校，高等師範学校，文理科大学等に於いても理科教育法なるもの
は法令的に規定されたものぽ勿論なく只夫々の附属学校乃至は協力学校に於いて教育実習の際，附属
校教官より実際的な取扱ｏ一端を指導される程度ｏもｏであったと云っても敢えて過言ではない。
　もとよ川日制教員養成学校に於いては一般ｏ教育学(教育心理，教育原理，教育法等,･これから一
般の教育学といえぽ以上ｏようなものを指す。特に一般教養と混向せぬ様留意され度いj)等が開講さ
れ，其ｏ精神に規って現場に臨んだ事は中す迄もない事であるが，理科教育なる休系をもっに至らな
かった。
　理科教育に関する研究が所謂学的体系を持つようになることは今後の研究如何にあるが，然しなが
ら強いて学的に体系づけようとして研究が現場から遊離し，学たる抽象的観念論に終始することは又
警戒しなけれぼならないところであろう。いづれにせよ理科教育という重要な研究領域があることは
厳然たる事実であって，ヽかかる分野について理論的にも実際的にも深く広く研究されこれによって，
民主的文化国家形成の為，将又産業立国ｏ基礎をなすところｏ我が国ｏ理科教育を発展させること
は，我々のっとめでなくてはならない。
　大学に於ける理科教育法の目標は理科教育ｏ IFEL 第８回後期研究集録に)序言にあるように，教
育職は専門職である。即ち子供に所削“Try ａ?eｒrｏ‰のきせい｡にならないよう教育ｏ minimum
s?ｅtyを確保する必要があるが大学に於ける理科教育ｏ目標は極めて単的に云えぼ，学習指導案が
書けるようになることである。序に教材研究(小学校)'も教科教育と全く同じ性質ｏものであって法規
上表面は教材専門に入れてあるが実質は教職専門であるといえる，申す迄もなく小学校，中学校，高
等学校に於ては，小学校学習指導要領(理科編)中学校，高等学校学習指導要領(理科編)ｏ如く文部省
が数ヶ年に亘り幾度か修正に修正を重ねて出来た実に綿密な然も懇切町写な指導書が発刊されて使用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(２)
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へ、
されっｘある現状であ芯が，大学に於いてはかｘるものが刎ljS殆んど見当らないのであった。勿論
Course　of
Stad^-的のものは大半に於いては不必要であることは軽卒に論議される⌒゛きものではな
いが，夫々の大学の独自性，特異性を考うる゛時容易に発表すべき性質のも０ではないと魯はれる・
　然らば教員養成大学に於ける理科教育法は小学校，中学校，高等学校の学習指導要領ｏ精神に規っ
て実施すべきであるとは余りにも漠として無責任極まる言辞であろう。
　之を要するに理科教育の学約基礎づけと同時に理科教育が担当すべき教育心理の確立，並に其の研
究問題０把握，研究方法の探究が今後の課題となるものであろう。
　以上西如訓部制生を排除し新らしい理科教育法は如何に美施さるべきかを研究せんが為にSCIEN･
CE EDDCATIONのrFELが開催されたとも云えよう。又実際にIFEL参加者が大学に於け
る理科教育法ｏシラバス作製に関心を持って居た事は当然(T)
ISeedsであろう。申す迄もなくこのシ
ラバス作製に当っても考慮すべき幾多の問題はあるが，其ｏ作製メｙバーに於いても，可成多くｏ担
当教官並に心理学，教育学，社会学其の他体育学，専攻の教官或は現場ｏ声，社会ｏ声，学生ｏ意見
を･も勘案して作製されるべきであり，これが為には理科教育に関する一種のワークショップがなされ。
ることも好ましいと思はれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ
　大学に於ける理科教育法のシラバスにっいてぱ第八回ぼEL (Science Education)の後期の研究
集録に発表され筆者も之によって啓蒙される点が多くあった。さきに第八回IFEL (S.E)の前期
に於いて筆者がすざん乍ら其ｏ研究の一部を発表し, Dr Wikware 金子講師並に参加者の批判を。
乞うた次第であったがいささか見解を異にする点があり茲に小研究０一部を発表し広く同志の枇TEを
希うもｏである。
　従来大学に於ける講議内容或は其０方法は極めて檜理的,論理的な方法で進められ,確かに形式的，
休系的には立派であったに相違なら。然し之を受け入れる学生側ｏ能力殊に其の心的情況等は余り顧
りみヽられなかったと云えよう。筆者も過去３ヶ年（昭和25, 2(1, 27年2〉に於いて,新らしい希望と抱負
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　●¶　ｌ
に満ち卒業した若き教官の現場に於ける悩の調査を行ったが，その結果に対しても，大いに反省させ
られるべき幾多０事実を発見した０である。
　即ちそ０二三を例示すれば，在学当時０講義の内容は全く現場から遊離して抽象的，観念論的であ
　　　　　¶　　　　　　●　　　　●　　　　　　ｆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
つた。殊に現場に臨んで最も幻滅の悲哀を感じた０は理科０資材設備０貧困さであって此０訴えは農
山漁村０僻地に到る程深刻なものがあった。申す迄もなくかかる事は新らしい理科教育０指導理念か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　ｇ　　　　ｌ●らしても大いなる矛盾と反省を要請されるのであるが，此の大学に於ける理科教育と現場教育と心大
きなギャップを如何にしてなくするかは少くとも理科教育法に於いて絶えず凝視せねばならぬー,つＯ
Pointであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛･’
　筆者は此の理科教育法０シラパスを（１）理科教育概論と（２）教材研究０二部に分けて，先づ其
０理科教育概論０部について論じたいと思う。
　Ｉ　理科教育概論の乱　　　　　　　．､●　　　‥　　．●　　　　　　　‥
教員養成大学に於ける理科教育講座に於いては、近き将来小学脱、中学校の教師に､なる立場を予想
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ３●）
〆●
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してこの実際的取扱は，極く単的Ｋ云えぼ小学校，中学校に於ける学習指導的性格を以って進められ
るが学生の心理に合致し其ｏ関心とNeedsに答え得てより教育的により，効果的であると確信する
もｏである。最近漸く理科教育に関する雑誌，書籍が刊行され同慶ｏ至であるが，さきに日本理科教
育学会中国支部総会に於て其ｏ理科教育概論の要項は次のように筆者は発表した。
　（要項抜葦j）理科教育概論（試案）
　第一節　理科教育原理
　　（り意　　義
　　ｉ科学と科学教育（科学とは知性によって経験の素材を確実に組織したもので客観性普遍性を有
　　　する）
　　　自然科学と人文科学（科学の限界j）
　　ii科学教育と理科教育
　　（２）目　　　　的
　　科学の目的は真理探究で不変であるが，科学教育，理科教育の目的は時代によって変ること，
　　所謂Dynamicであること
　　　　　　　　ｉ終戦前に於ける理科教育ｏ目的
　　　目的変遷｛
　　　　　　　　ii終戦後に於ける理科教育の目的
　　（32）内容（内容結成０原理）
　　（４）方法論
第二節　科学史及び科学教育思潮（超個人的，史的，社会中心性）
　　（り欧米に於ける科学教育思潮
　　17世紀Realism (実科主義j）が唱えられた頃を起点とする。
　　（2j）日本に於ける科学教育思潮
　　　（（〉史的考察
　　　（ｂ）一般国民ｏ科学的レベルｏ低調さを欧米に比較して考察せしめる。
　　　Ｄ）日本ｏ現状よりして即ち人口増加，移民問題，国土ｏ狭少等ｏ点から生産工業立国ｏ意
　　　義を体得せしめ産業教育の基盤となす，次代ｏ一般庶民にScience- Education o必要さを
　　　痛感さすこと。
第三節　学習経験を組織するための基礎的考察（個人ｏ特殊性，個人ｏ完成を目指す，社会機能と
　しての個人ｏ立場に於て）
　　Ｄ）学習の意義（動的な活動とはj）
　　（b）学習ｏ種類
　　　　（１）児童生徒の発達段階の理解
　　　,（２）理科学習０心理学的考察
　　　　疑問と興味　経験とNefds　効果的な学習時期　学習能力　学習態度とReadiness
第四節　小中学校に於ける学習経験ｏ組織
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4 ) ■
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　　（１）･理科教育課程設定（カ丿キュラム･構成）・（年間指導計即E）
　　単元ｏ設定
　　（２）こ理科学習指導法（単元の展開）　　　’
　　指導法の類型
　　（３）’理科の教育評価( Evaluationの問題）
　　（４）特別教育活動（課外活猷）ｏ指導
第五節　理科教育施設
　　（１）校内心施設
　　ｉ普通教室の施設
　　　　　　　　　実験室の外に理科教育研究室（卒論研究室）生活科学研究室　理科工作研
ii特別教室ｐ施設1
究室聴視覚研究室（分室）
　　　（２）校外ｏ施設
　　　校庭，学校園に於ける施設　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　，
　　　（３）理科教育の文献
　従来ｏ講義に於いては（t）意義（2j）目的（3）方法（4）内容構成ｏ原理とか如何にも論理的であ
ったが，大学に於ける理科学生は少くとも朧げながら，理科とはどんなもｏであるかは知っている。
故に意義目的は学生がその･Processに於て発見すべきものであり既成の概念を系統的に斂述するだ
けでは，融通性に富んだ指導力の養成は困難であろう。中学校や小学校に於ける学習がProces Ｏ
中から導きだされる概念０形成に重きを置くように，大学に於ける学生に取っても，この点に於いて
は同一〇性質を有する。上述０要頃にっいても，これは順序方法を示したものでなく最後の総括めと
して学生の脳裡に塾理統合さすべき段階のものであろう。この点に於てこの要項は力脂性に欠けてい
る所謂staticかも０として取上げられるべきも０であり，学生の必要や慾求によって形成されたも
のでない以上効果的にそれを進行さすには多くの困難七伴う場合がある。
　然らば筆者の述べんとする学習指導案的性格とは将又, Dvnamioな取扱法とは如何なるもｏであ
るかをこの試案を通して筆者の意図する処を述べ御批正を乞う次第である。
　皿　理科教育法･め力動的取級試案並に其の留意諮
　この試案は一例であり勿論固定的ｏもめではない。ｶ八るシラバスはその作製ｏ理念でも述べたよ･
うに学生ｏ JSeeds や社会ｏ Needsが反映されたものである事を要する限り，学生ｏ研究状態，そ
の意慾などにより其ｏ研修の順序に於て変化を来す事は当然であり，ｶ八る意味に於ても可成り融通
性をもたなけれぼならぬ事も，重ねて強調してなきたい。以下学生研修順序により説明することにす
る。
‾（1）生産工業立國と理科教育（傅入の段階）
　筆者は･もとよ’り戦前叫ぼれた農業立国七否定するも０ではなく殊に食糧増産は万一〇場合に考慮し
て多ヽ大いに重視ざれなければならない問題ではあるが，元来天然心資源に恵まれず而も終戦後国土は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５う
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戦前の65％に減少し加うるに満洲の宝庫をも失い，海外発展の同邦は此の縮減きれた国土に蝸集し，
年々歳々12り万〇人口増加を見，日本は移民其０他人口緩和問題も急速に見透し０つかない現状に於
いて，其Ｃ窮状打解０方途は資源を海外に仰ぐ処０生産工業立国を眠く標榜し，其０基盤をなす処Ｏ
科学教育，科学技術教育ｏ飛躍的振興策がsocial needsとして当然要請される方向に討議法で学生
に十分認識せしめることに意を用う．これが指導に当っては次０ような資料を必要とする．
　　（卜）地図（世界地図）日本及亜細亜洲地図　人口調密度比較表
　　（２）失業者数（Z）実態調査（職業安定所j）
　　（3）人口調査資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．‥
　　（４．）各国及国内産業事情資料
　　（;5）以上に関する聴視覚教具そ０他
　以上に依り学生は現在日本に於いて理科教育０振興を必然的に痛感し理科教師は最もやり甲斐のあ
る大切な仕事である事を認識せしめる．
　次に学生は如何にしてこれを振興さすのか０関心が高まるが先づそれより先に日本及欧洲に於ける
経過はどうであったかを考察せしむる．
　　（２）科學教育思潮の史的考察
　　（2● 1) 17世紀以前の理科教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　ユ7世紀頃（Zﾆ）自然科学を自然科学史を通じて考察する．即ち17世紀０思潮が実証主義的傾向を有し,..
　‘激師は先づ子供が感覚によって知り得るも０を示し，討箇をさけて観察さすべきである．と論じ友
思潮に対し批判する事及び，同世紀に於ける上述０論が主として仏国に於て生成発達した．ハーベー
　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￥　ｒ　　　ｒ　　ａ　　　　●　・
やボイル・＝・ユートン，ガリレオ・ケプラーなど０哲学的基礎並にそ０科学的体系も基礎づけ吝れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　●　　●●●　　　　　　　　　　　　Ｉ
た．以上の事より今世紀に於て理科教育の面にそれが如何なる形態で彫響されTCいるヵ峰研究すると宍
とは史的立場から流れる思潮を把握する点に於てもｍ要であろう○･　．　．．　　．　　　　　　　　．．
　　（２． 2) 19世紀に於ける理科教育
　此０時代の教育振興は先づ普仏戦争に敗れたプロシヤが教育の重大性を認識した．この事は我が国
　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　●　　　　　　　　・　　　●●，　　●，　ぷ　　　　Ｉ　　●
の敗戦後の実情と又相通する所がある．仏国に於てルイ王朝の栄華を誇った仏文化は所謂貴族文化で
あり，従って教育０機会均等がなされなかった．我が国の歴史に於ても封建的思想が強かった頃から
の教育の不平等が，新らしい教育改革により民主的な体制となり，学生が教育０機会均等０叫ばれる
所以を以上０史的考察から充分認識せしめ度い．　　　　
’　゛　　　　　　　゛Ｉ゛″｀　　　　　　　ノ
　　（2パり20世紀に於ける理科教育　　　　　　　　　　　　　　　．．　．，　．．
Ｕ世紀０科学侈行と共に，専門科学偏重０思潮が強くなったこと，並にド々ヽク的な科学思潮に影響
芦拝た事等,を知らしめる．又今世紀０科学思潮にともなう理科歓育法の在り方について論する．，
　　(2. 4)米国に於ける科学思潮
　米国に於ける科学思潮０研究を通じて学生に十分認知せしめ.ることは　projeot. piethodの科学え
の導入である。pro iecトmetliodが如何なる意味を有するか，又如何なる新教育の理念な生んだのか
を具休的に把握する好主題であると考える・project ｏ観念の与えられることによって，今日迄,･.理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６）
教員吸成大学に於ける理科教育法のsrラ.バス並lc共の力動的取扱の研究（山木）
科教授を支配していた,･一切を漏れなく教えるという指導観が方向づけられるであろう。　。。　　;･
　　以上によって欧洲に於ける科学思潮が如何に我が国の教育思潮や科学体系に影響して来たかを知る
　ことが出来ると共に，学生は新らしタヽ教育目標に向って我等如何に進むべきかにっいても大きな夜割
　を果す事であろう。従来は科学史の考察が単なる科学の歴史を把握することに重点が置かれていたが
　筆者０意図する科学史考察０理念はその事実理解が目的でなく，現在の教育思潮が如何なる点に出発
　しているかを明らかにし，かの時代の研究方法を如何に応用していくかを考えさすことに重きを置く
　のであり，かｘる観点に立って初めて史的考察が意義づしられると考えているｏ
　　(2. 5)我が国に於ける理科教育思潮
　　日水の科学思潮０起源は明治維新に於け｡る五ヶ条の御誓文に依り発したとも云えよう。それまでに
　もかなり，科学思潮０萌芽もないではないか，五ヶ条０御誓文に依る。広く知識を外海に求めるとい
　う傾向はこれを契機として著しくなったと云える。明治維新以前に於ける科学はその技術に於て，そ
　の学的休系に於て全く発達していなかったが，中には個人的に又は或る藩に於て設けられた特殊な工
　芸技術に於て長じた部面もあったが，それらは多く秘伝的，家伝的傾向が強く，科学０方法技術等を
　教育という体系の中に導き入れた(乙)は明治維新からである。上述の意味からも五ヶ条０御語文が如何
　に我が国の科学教育に貢献したかを考察せしめねぼならないｏ
　　我が国の理科教育思潮の考察に当っては，上述の観点からすれぽ明治以前と明治以後とに分けて考
　察するのがよいと考える。
　　我が国の科学が発達したかった理由が経済社会や又，その封建性にあることなどを分析することに
　より解剖される面が多いｏ即ち前にも述べたようど個人的或は地方的に相当程度技術０発達を見た
　ヽが，それら技術の教育に当って家伝の秘法として個人教授であったり，迷信的な非科学性が支配した
　のも考察(Zﾆ)対称となろう。
　　明治以後に於ける理科教育は明治五年に初めて小学校教則に教材として取入れられた。明治八年か
　ら二十四年迄(zﾆ)間に於ては義務教育の制定とその改ｍにより可成り体制が繋った。明治十四年米国式
　の実利主菱的教授法で理科教育に於ても寺小屋式のものから，米国からの新らしy⌒ペスタロッチ主義
Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　Ｌ●
　の輸入から更に庶物指教的教授法を形成し，この頃英図書籍(Z:)輸入から理科教育の重要さを産業を媒
　介として強調されるに至った過程の考察も重要である。明治十九年自然科学は理科という名称に於て
　課せられた。　'
　　明治二十四包小学校教則大綱には明らかに綜合された理科思想を表明してV⌒る。特に自然の観察と
　いり面に重きを置いた面のある事は注目すべき処である。この頃の教育哲学がドイツのヘルバルトＯ
　教育説０影響の大きかったことを研究せねばならない。
"昭和に至る科学思想の変革が昭和十六年頃からの国家主菱思想と無理に関聯づけようとすることか
　ら，教育自体がゆがめられた事は我々の反省すべき重要な項目であり，理科教育の内容にういても大
　いに批判すべきであろう。終戦後０教育思潮が米国の教育に大きく影響された事にっいては更に又別
　の項目に於て研究するのが適当であろう。　　　　……
　　以上は各人が与えられた題目に従って研究するのでな･･く，参考文献の紹介と研究方法を指示して自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(＋7)
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由な研究にまか･^, Reportを提出さし，詳細はdiscussionを行はしめる。
　･評価にっいてはReport及必要あらばpaper test を行い，史的立場に於て現在０理科教育が如
何なる方向に進むべきかを認識したかどうかを見なけれぼならないと思う。
　更に学生が社会０機能と科学水準と０関係がどうであるかを考察したかをも次の段階０前提として
取上げ良い。
　次に愈々其０振興策に学生が研修の鋒を向ける,ことになるであろう。
　　(３)理科敦育振興の方法
　上述の様に我が国ｏ理科教育が生産工業立国截意図する見地から社会ｏ JSeeds や。そｏ経済的
Needs,文化水準の向上から当然理科教育(z)振興が叫ばれなければならない。小学校，中学校に於け
る理科教育の目標が個人生活，家庭生活，社会生活や又産業等０各々の場に於て科学的な態度や技能，
能力などを身にっける事である限り，教員養成大学に於ける学生は以上０点が中学校や小学校０児童，
生徒をして,･如何に啓培するかに留意しなければならない。学生が社会o Needs や地域社会ｏ科学
的水準の低調さを貞に理解し，新らしい次０時代０児童生徒に臨みヽ，理科教育目標の達成０為には次
０諸点を通じ七指興(Zﾆ)方法を考えさすべきであろう。'かかる意味に於ても現場に於ける教育の実情を
十分認識することは，我々０特に注目して来た処であり，学生が卒業後，現場と０間０ギャップに遭
遇し幻滅を感することも現在に至る迄しぼしぼ見られた処である。これが解決と振興には学生が現場
０実情を十分認識する事にある。即ち学生は，現場０理科施設はど０ような情況であるかを調査し，
それに自己ｏもっている知識技能を最大に活用するべく努力させねぼならない。我が国ｏ現状が理科
教具や施設に恵まれていない事は，多くｏ datii によっても知る事が出来るし，又現場に於ける悩み
ｏ大きな原因でもある。学生はそれら悩みｏ内容を充分に認識しこれに対処するだけｏ実験技術を身
にっけるべきである。最小０資材でもって最大０効果を挙げるべく努力する様指導せねばならない。
以上からも現場０調査(特に施設j)を実施することが大切である。
　次に現場に於ける地域社会内ｏ理科学習を推進さすと思われる施設内容であるが，本県に於ける如
く多くｏ学校を山間僻地にもっ所では更に重要な要素となる。単に教科書中心に終るｏではなく地域
社会の実情や生徒o JSTeedsを加味した教育法がなされる為には地域社会ｏ施設にっいても広い見解
を必要とする。少くとも学生には，それら地域社会０実態を把握するだけ０充分な研究方法を身にっ
けているべきである。
　学生は以上０調査を行う事により，どれだけ地域社会の科学性が欠如してい｡るかを知ると共に，進
んでそれを解決しようとする意慾をもっであろう。更犀以上の調をから，学生自らその振興０方法忙･
ついて考えさす事により，直接自｡己の指導理念を形成する０に役立つと思はれる。学生０立てた振興
皿)方法の中には次０項目０含まれる事を必要とする○・　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　。
　　し０教師ｏ Readiness や学力に関するもＯ
　　(り地域社会に於ける施設，理解０程度等　　　　　　　　　　　　　　－
　　(c)迷信など０非科学性に関するも０。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ツ8j〉
教員置成大学に於け乙理科教育法めシラバス並に其の力勁的取扱の研究（山本）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　（d2）教授方法及カリキュラムに関するもの
　　Ｏ　）生徒児童０心理学的考察
　　（ｆ）,そ０他
　以上の項目中（ａ）の場合，学院経営即ち校長の理科教育関心の程度，市町村当局の関心０程度が
直接的に理科教育振興に関与したり叉阻害している而も重視すべきである。こ０事は筆者の調査に於
ても璽視すべき点であることを見出した。
　教師の学力０問題は簡単に調告されるも０ではない雅認定講習等に於いて伺い，又現場に於ける悩
０調をを実施した際にも可成り亜要な要素として見出す事が出来た。単的に学力０不足を具申するも
０が相当数あった。そ０中でも教対の学力なるものが，或る専門の分科０みに偏する傾向を有するＯ
も注目に価する。物理，化学０面０指導力は怪いが動植物方面の指導力０貧困さを訴える点，全体的
な指導力０バランスと，豊かな活用力が養成されねぼならぬ事が痛感された。
　上述０調査や考察を行う事により学生は従来の教師養成学校の弊害を発見する事が出来る｡し，又新
制として０教員養成大学０特質と自分０如何にあるべきかを真剣に考える機会が与えられるものと思
う。次に学生は一体理科教育とはどんなものである‘かを必然的に考えるようになる。
　　（４）理科教育とはどんなものか。（窟義）
　学生も理科教育とはどん亙も(7ﾆ)であるかはこれ迄大略は知っている筈であるが，此の際其の性格は
どんなも０であろかを充分認識せしめる必要がある。そこで(3) CD見地から理科教育を如何に進め
ていくかという問題に当面する。それには自然科学と理科教育０関係を知り，それちは個々別々のも
のではなく相互の関連に於てそ０日的を達成すべきであることを知らしめ度い。
　　（５）自然科學と理科との関係はどうか。
　自然科学０原理や法則は個々の教科（例えば物理とか化学とか2）を通じて把握することではある
が，ここでは更に自然科学的概念が如何なる内容を有しているかを研究する必要がある。即ち科学な
るも０を要約し″科学は知性によって経験０素材を確実に組織したものである//といっているが，そ
れならば経験の素材を如何にして組織するか，又経験とは一体何であるか。こ０事はデューイは″経
験とは生きた有機体とそｏ環境とｏ連続的な相互作用である。と規定し，連続(coiui皿ity）と相互作
用(Interaction)とをｶ八げている。環境を規定する以上ジンクルート心理学に於ける人間０行動と
環境の函数（Ｐ＝ｆ（Ｅ））をも把握しなければ･なら迦いし，如何に科学が広い視野に立っているかを
認識せしめねぱならない。ここでわれわれは科学というもｏを，自然を,対象とする自然科学に限定す
ると，こｖに次のような特性の存在することを知るであろう。即ち
　　（１）客観性と普遍性
　　（２）系統性又は体系性　　　　　　　　　　　　ｉ
　　（句論理性
　　（４）批判性
　　（５）有用性
　　（６ﾐ）非功利性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ９）
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　以上の事は，自然科学の概念は如何なることに依り成立するか，法則は如何なる内容を有している
か，原理と法則との関係，仮説と理論０相互関係，自然科学が人生に対してもっ意義や価値は如何な
るも０であるか等を究明することによって，自然科学に関する上述０概念は形成出来るも０と思う。
更に理科教育は自然界の物事について研究する教科の総合的な名称とする理科を対称とする･も０で，
自然界に於ける物事を研究０対象とし，しかも人間生｡活に於ける種々０問題を解決するそ０手段や方
法を体得しそれを実践する態度０養成に主限点がある。以上心事を充分学生が認識すれば科学教育と･
理科教育と０限界が如何なる処にあるかも明白に把握出来よう。科学教育と理科教育という二つを普
通同意義に使用し学生はこれら両者にはっきり｡した論拠を有していない。上述の研究考察により，科
学教育と理科教育とは本質的に異なるものではないが各々０立場に於てはそれぞれの特殊性を有する
のであり，それらが如何なる内容をもっかを究明することは学生か理科と科学との相違からくる両者
０違いを明確にし，ひいては将来理科教員として如何なる立場に於て教育するかを把握するであろう。
　　（６）教員養成所大學に於ける埋再教育は如何にあるべきか。
，パストール(Loius Pasteur)は″科学に国境なしされど我々は祖国をもっz，と云った。科学の目
的は真理探求であり其０日的は如何なる時代に於ても不変である。が，理科教育の目的はB存ｲ戈ｏ要詰
により変ることは，例０バストール０″されど我々は祖国を持つ,j処に教育目標が時と処により異る
ところである。
　　１，目的０変遷と自標０設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ
　我が国０理科教育０日的が社会Ｏ Needs や時代の変遷により変化して来た様相を究明し現在の目
的が如何なる時代０要請と，国際社会０関係等によって成立しているかを認識さすべきである。我が・
国の変遷を終戦を契機として，それ以前と以後とに分けて考え直い。他の一般０教育が終戦により大
きく変化したと同様に，理科教育も戦前０国家主義乃至は軍国主義的色彩のも０は一切排除されて，
民主主義的傾向に大きく励いた。これは目標０点でも，個人の尊厳と自由とを尊重する教育を示しで
訃り，ヵ八る教育目標ｏ中に於ける理科の役割は，個人であると同様に，よき社会人を目指し，現実
ｏ社会に順応する事が出来ると同時に，そｏ社会の発展に貢献出来得る能力や技能を身にっけること
を，真理の探究を目指す慾求心を通してなされるところ（従来とは異なった目標ｏ意味が存在する。
　これらは具休的には子供のNeedsが家庭生活や社会班活（z）中に於て当面する処の環境ｏ問題や生
活の問題を解決するためｏも･ｏであり，これら極々ｏ Ｎｅｅｄsや必要を科学的に処理する知識，技能，
態度の育成が必要となり，理科教育ｏ実際的な場面から取上げて目標としている。
　故に目標なるもｏは，社会ｏ JSeeds ｏ反映であると同時に児窯生徒（z）発達段階に応じた心理的な
反映をも包含している。，
　例えぼ学習指導要領理科編では，小学校０日標を
　　１，自然０環境について興味を拡げる
　　２，科学的合理的な仕方で，日常生活の責任や仕事を処理することが出来る。
　　３，生命を尊重し健康で安全な生活を行う
　等数項目をあげている。中学校に於ける目標は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C 10}
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　　１，われわれの生活を改善するのに役立つような，科学上の事実や原理に関する知識を得ること。
　　２，人と生物や宇宙全休と０関係を理解しさらに人は他の人々，･いろいろな生物自然力の恩恵を
　　　受けていることを理解すること･。
　　３，自然環境や自然現象を観察し，実際のも０ごとから直接に知識を得る能力をのばすこと。
　　４，自然科学の業績について社会に貢献するものと有吉なものとを明らかに区別し，さらにすべ
　　　･ての人類に最大の淵祉をもたらすように科学を用いなけれぼならないという責任感をもつこと。
　等の如く，これは単にその一例に過ぎず事実はより多く０事柄に対して目標を置いていることは勿。
論である。以上０事に於ても判る通り，小学校の目標から中学佼０日標迄０間には，より高度な内容
の形成があるよこれは児童生徒０心理的発達を加味した一つ０現れであると同時に，理科教育の目標
が単なる実用性０みの間題にとどまらす，知性豊かな人間と同時に徳性ある人間忙迄及び，かかる点
では理科教育は他面に於て人間０一般教育圭でも担当していることを証明している。
　学生が以上述べた心理的要素や一般教育的要素が実用性の面と同時に合まれている事を認識すればノ
従来に見られた様な，高度な知識の導入を強要するような不自然さはなく･なるだろう。学生は以上０　’
事を究明するに当り中学校や小学校に於ける児童生徒の望ましい人間像を画く事により見出されるで
あろう。
　上述の目標が充分認識されれぽ，理科教育の内容が人間０能力，知識，態度の三方面から学習とい
,う経験を経て育成されるものであるという事を認識するであろう。筆者はここでしからば理科教育Ｏ
旧的はどうでなければならないかを考察せしめ度しヽ。単に成文化した目的を説明するよりは，より切
痍に感ずるものと思はれ筆者０意図する指導法はこの戸,にも存在するのである。
Ｊ　ここでそ,０日的考察に当って，学生は目的と目標とは如何なる点に差異があるか疑問をもっかも知
れない。目的と目標は本質的には異る処がないが，前者は抽象的で後者は具体的であるとされている
事を認識せしめねばならない。
?????
目的は上述の観点から，知識，態度，技能の各｡々についで次の様な事柄を挙げている。即ち
　１，科学的思考力と処理する能力の養成……肯li力的方面
　２，科学的知識及その応用に関する知識……知識方面
　３，真理探究０態度，進んで問題解決や問題処理しようとする態度０養成……態度の方面
以上（Zﾆ）ような目的をもつことを学生は認識するであろう。然らば次に何を児童生徒に学習せしめる
を考究するようになるで必ろう。
　（７）何を學習せしめるか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∇　　　　ご
ｌ学生が理科教育の目的や目標を充分把握すれば，然らぼ理科教育を通して如何なる望ましい事柄を
身につけることが出来るか,。その内容は如何なるものを有するか，を究明するためにごこの時代０社
会が如何なることを理科教育に要求しているかを更に知る必要がある。それは子供達が生活する場ｐ
環境や家庭生活，社会生活迄その問題が発展するだろう，然しながら，或る一地方の地域社会は如何
尨る内容と実態を･有するかを把握出来る技能や，又把握しなければならないという必要性を認識さす
事が重要である。｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(J I‘卜)
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　故に或地域社会について必要な調査を行わしめ，そこから出る処のdataに対して考察せしめ，そ
の地域に於ては理科教育内容０如何なる点を教育していくかを理解するであろう。実施に先立っては
調査方法を如何にするか又如何なる形式に於てなすべきか，如何なる点,に留意すべきか，等に注意を
与え，学生に討論等を通じて予備知識を与えて洽く事は勿論である。
　地域社会０実熊調査に当っては少なくとも次０ような項目０含まれている事を必要とする。
　　１，地域内に於ける児童０生活の実態。特に栄養や身体碍害など。　　　　’
　　２，保護，衛生及び風習，宗教に関する実態
　　３，地域内に於ける児童０作業及遊びに関する実態
　　４，地域０理科学習を進行すると思われる諸設備並に阻害していると思われる不足設備
　　５，交通通信に関する項目
　　６，卒業生の就職等に関する実態
　　７，地域内の産業０実態
　　８，そ（Z）他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　以上の調査に基き地域社会０実情に則したカリキュラムが考えられなけれぼならなくなるだろう６
筆者は僻地と市内の児童，生徒に対し
て知能テストを実施すると共に疑問調
査を行い下図に示す様な結果を得た。
即ち知能偏差からも分るように僻地は
所謂知能ｏ低い者と高いも０とが或る
段階をもって集団的になっているが市
内は低いも０から高いものに向って
N or.ma! carbe　を形成している。
　疑問ｏ変化は僻地のみｏも０である
がこれから普遍的な特性を見出す事は
困難であるが，或る物に対しては疑問
や興味が単元ｏ影響を強く受けている
事を物語っている。例えば第五図や第
六図はその傾向が大で第七図ｏ化学に
関しては比較的に影響されていない。
　しからぼカリキュラムｏ形態は如何
にあるべきかという問題に当面する。
　カリキュラム０形態が教科カリキュ
ラムであろうと，経験カリキュラムで
あろうと。そｏ他ｏカリギュラ｡ムであ
ろうと，設定に必一要な要素は同一であ
第 四 図
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第
六
図
るべきである。カリキュラム
心構成に当っては　　　　　疑
　　（１）教育目標の決定　　累
　　（２,）教教内容の選択　　　妁
；　　　　　　　｀‘
Ｊ　（３）単元構成
・（４）評価法０決定
1という順序によってなされる
¨ことは勿論である。上述の実　，倅
態調沓により地域の実情やそ
の要求０程度を理解すること心
が出来れぽ，カリキュラムＯ
精成が児童ｏ心理学的要素を　タ
基礎としてなされる｀も０であ，２∂
ることを理解さすべきであ
るｏそのためには児童の理科　／Ｑ
に対する心理が如何であるか
　　　　　　　　　　　　　　　ａ
という事を理解せねぼならな
い。各学年０理科学習能力に
関しては一応，学習指導要領
　(理科編)に記載されてい疑
　　　　　　　　　　　　　　向
'る。児童生徒ｏ心理や技能が教
環境や知能によって左右され外
る面を有する,ことを把握する
ならぼ当然地域に於ける児童
生徒について心理０調査を試･
みなけれぼ，学生が卒業後現
ぶ
場に０ぞみ必要な資料０蒐集４
に当って望ましい地域社会Ｏ
理解は困難でありカリギュラμ
ム０設定にも支障を生じる事
を見出すであろう。　　　　２!;
　所謂児童生徒０心的特欧／∂
と，知的発達０諸段階を明ら
かにするために，次０ようなク
ことを学生に試みさしたい。
∂
Ｚ ｊ
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図
俑
　（１）児童生徒の興味に｡関
　　する調査
　（２）児童生徒ｏ Readj
　　nessに関する調査
そ０ため（１）については
　（aj）疑問と興味が如何に
　　変遷していくかを見なけ
　　れぼならない。　　　　　　ｙり
　（bj〉･興味０変遷０諸型
　（ｃ）興味０内容はどうで　４と）
　　あるか。
　　（dj）地方差が認められる
　　ヵ七
以上０ような考察を行う事に
??????????
よって，心理学的な児童，生　／∂
徒０実態を把握する糸口を見
出す事と思う。
『
ｅ７　　λ　　３
第 七
ｲけに嘲ね疑rり)爰瓦
j｀　＆　＠7　之
　筆者は上述の調査（未発表jを実施し次の結論を得ている。即ち，
　　　（り僻地と都市とでは可成り０相違がある。それは心理０発達過程が学習という要素によって
　　　変化していくことを裏付けていること。
　　　（2j）僻地に於ける興味や疑問の内容が単元の影９を受ける部面がかなり多いこれらぱ施設のポ
　　　均衡が直接に影響されていることを証明している。
, C3)全般的傾向として″生物の起源。に関する疑問が各学年を通じて共通なも０七ある。（例
　　　えば人閥は何から出来たか等）
　｡学生０行った調を０結果に対する考察に於て上述の結論や他府県に於ける調査の結果を参考に供す
るＯ
　次に上述０児童の心理や地域社会の実情を勘案し，カリキュラムの構成に進むべきであるが，構成
に先達って学生に如何なるカリキュラムが存在するかを研究さし度い。　　　　　　　　　　　‥ダ
　　　（１）カリキュラムには如何なる形態があ｡るか，分類してみる。卜
　　　教科カリキュラム
　　　広域カリキュラム
　　　経験カリキュラム
　　　（2.）理科教育に於けるカリキ｡ユラムは従来どれをもって教育されてきたか。
　　　（3j）｡コアカリキュラムと理科学習はど０ような関連をもっか。
　　　（勺理科０カリキュラムを構成してみる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（14）
　　（2）｡にづＶヽｔは，木県に於けるﾇ･リキュラム実施･Z〕実態を筆者は調査した飲
ないのが呪状であるよ小学校に於ても従来（Z:）方法にたよヽり，一新らしいカリ｡キュ？ム構成にづいても,倚
研究の余地が多い，まして中学校カリキュラムに於て未解決な面が相当多く今後の研究にまたねばな’
らないだろう。’　ヽ。･●　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　　≒
　実際に学生私　カ少キュラムを構成するに当って必要な条項をここに於て見出さ｡なければならない。
それにはMinimum Ef5sentlalsの意義やその必要性，又他教科カリキュラムとの関連Source unit
の意義やそｏ必要性もこｋに於て理解しなければならない。これらは次の学習活動をDynamicに取
扱う上に重要なることを認識する･であろう。教育内容を位置づけるScopeとSequenceとを如何に
取扱うかによって，そのカリキコ,ラLムがDynamicなものになり得るか否かを研究さす必要があるご。
　　（１）。０カリキュラム分類は次０項目に従って行い度い。
　１，単元ulnilについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II　　●●　t　ゝ
　　単元０最初がヘルバルトJohann Friedricli Herbart (1776-1841)よりそ０高第チラ･－
　　Juikon Ziller (1817-1882)により方法的単元(Melhodische EinheJt)の名で呼ぼれたこと。
　２，単元の種類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　ゝ
教科単元〔Sｕl〕jecl-maUer unit)
生・活･単　元(Life unit)
問題単元(Problem unit)
概括　単　元(Generalりation unit)
興味単元(Jnterest unil)
作業単元(unit of Work)
　　　　●●　　ぐ．　’　　　　　　　ｆ　　Φ
ｙリル単元(Drill unit)
経
題
主
験　単　元‘(Experience unit)
目　単　元(Topic, unit ＴＯがcal unit)
題単元(Theme unit)
調査単元(Survey unit)
自的単元(Purpose unill)
プロジェクト単元(Projecl mail)
基．礎単元(Basic unit)
，　資料。単　元(Source unit of Resorce unit)。‥，
以上０単元のある事を知らしめ次０項目に副って分類する。
　（Ｏ　内容による分類･
　（ｂ）形式による分類　　　　　　　　　　　　ミ
　（ｏ内容，形式による分類　フ　。
　　ホプキンス・パートｙＯ分類の考察
　（ｄ）経験単元
　　理科教育に直接的亡関係をもっ０で別途に考察０対象とする
　　（ｉ）ホプヤン,ス０経験単元とぞ（Z）特色
　　（ii）バートンの経験単元とその特色　　／
　　（iii）レオナムドガよき経験単元と特色‘
　　(iiii)タツトガーブリツヒの経験単元法０一般的特色
｀ ●
以上０考察に於て各単元の性質も明らかとなり自己ｐカリキュラム作製に当って指標ともなろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1､5）、
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・以上０項目は学生に参考文献を紹介し各自分類を試みさし，研究発表０形式で討論を行う。
　　(8) m習指゛導
　現場に於て果して自己ｏ計画したカリキュラムが適合するかどうかを，具体的に把握するためには，
学生に教育実習を通して行うのが好い事は勿論である。単元ｏ展開を如何にして実施するかは直接的
ヽな問題であるだけに学生はより深い関心を寄せる処であろう。理科学習経験ｏ組織を小学校，中学校
に於て如何なる点に問題ｏ重要性があるかを種々ｏ角度から考えさせねばたらない。
　次に理科学習ｏ準備的過程として
　　（１ﾐ）単元ｏ目標を如何に定めるか，一般目標とｏ関係はどうか。
　　（２）理科に於ける効果的な学習活膀として取り上げられるもの及びそｏ指導方法はどうか。
　　（3j）単元目標に適した学習活動ｏ撰択は如何になすべきか。
　　　（り実験について
　　｡( b ) demonstration　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’
　　　（ｃ）調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　（d2）聴視覚に関するもの
　　（4j）学習活動を効果的にするには如何にすればよいか。
　　　（ａ）教室内に於ける環境要素の考察とそ０資料
　　　（bj）野外学習に於ける資料ｏ考察(Source unitとの関連2）
　　（5）学習指導に於ける教師ｏ役割。　　　　　　　　　　　犬
　　　（ａ）教師は如何なる位置に於て学習せしめるか。
　以上の事を研究することによって，必要な要素を充分くみ取る事が出来るし，その過程に於て学生
は，理科学習活動に適する教具はどんなもｏがよいかとか，望ましい雰囲気を作るための技術なども
身につけ更に自己ｏ得意とする指導方法を形成し，聴視党教具の取扱方の必要から教材研究忙於て意
図する事柄が初めて痛切に感するようになる。こい
　　（９）箪元學習の動的な指導法
　いよいよ現場に於て実際にこころみる段階である。ここに於て教育実習を課すのが最もよい時期で
あるが，そうでなくとも附属校や協力校によって適宜に行う事も可能である。従来０教育実習が単に
教室のみ０活動に終っていた事を指摘し，学習に要する資料が内と外とを問はず存在している事を更
に明らかにもたす事が必要である。実際場面に臨んで教壇に於ける学生が，初めて０教師としての教
室の雰囲気に圧倒され，そ０心的状態０動揺から往々にして混乱に陥り，綿密な計画を立てていた（Z）
にもかかわらず，学習活動が効果的に終らなかった事が従来は通例として存在していた，これらは学
習に当って，’そ０教室に於ける児童生徒０心理状態を充分認識していない事と，学生が教壇というも
０に対して，一種０圧迫感をもっに至る結果である。放に教育実習の最初の過程は野外に於ける指導
法を観察参加せしめてその間に於ける児宣との接触を殊更親密にしてなきたい。これは一般教育目標
とする児童生徒０心理や，学習０場に於ても重要な観察期間となろう。事新らしいだけに把握する事
も多いと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（116）
　又児童生徒との接触Ｋ当っては事前調査･を充分に学生に行はしめ，教壇に立って初めて自己の胆を
作るような，手遅れを作らないよう指導する事が大切である。
　児童生徒０雰囲気が如何なるも０であるか判ったならぱ教壇に於て自己０計画したカリキュラムに
よって学習せしめなければならない。学生が実際的取扱に於て学習指導案の必要なこと，それには如
何なる内容をもるぺきか, dynamicな学習指導案とは如何なるものかを充分把握していなければな
ちたい○　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　｡●　　　　　　　　　　　　　　’　　　｡●
　　（10）學習の導入
　初めて教壇に立った学生はそこに新らしい疑聞や問題を発見することと思う。こ･こで全休的に学習
０進め方について討論を行い必要な項目を指摘しなければならない。即ち，
　　　（１）学習０効果的な方法として導入０過程が重視され，これは児童生徒０心理的基礎眼基き興
　　　味を強く取上げねばならぬこと，並に過度の興味０重視により，学習内容が単なる興味喚起Ｏ
　　　ためのものであったりする｡こと０多い弊をも認めさせ興味は導入に当って必要な項目ではある
　　　が，むしろ興味０あるものを取上げる０でなく興味をもたす処に導入０意義０ある･ことを充分
　　　認識させ度い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿
　　　（２）単元の学習に当っては，新らしい知識態度を身にっけることにとどまる０でなく全体的活
　　　用をめざすことを必要とする所謂問酋解決Ｏ Process が大切である。
　この点に於て従来の教材学習がもっていたstaticな学習を批判し，単元学習のdynamicな点が
取入れらるべきことを理解すべきであることを注意すべきである。
　　（11）學習の警級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　学生の実習の批判，反省を通して効果的に遂行きすため０援助は如何にすればよいかを把握せしめ
たい。又Lectureに関する問題提示を行う。吹には評価の問題に学生を移行する。
　　（!2）評價(Evaluation)
　新らしい評価が従来０試験と如何なる点が異っているか評価の目的を充分認識することは，現場に
臨むに際し，いたずらに学カテストのみに重点を置く弊はなくなるだろうし，児童生徒が試験０ため
０学習といったような従来０弊害を一掃したい。ここでは次の事を研究することに依り上述の目的を
達成せしめたい。
　　（１）評価０方法と場面
　　（２）評価法の分類
　　（ａ）従来０口答筆答
　　（b2〉従来の論文テス1ヽ及改良された論文テスト
　　（ｏ標準化されたテスlヽ
　　（d）客観テス1ヽ
　Ａ，再生法
（Ｉ）単純再生法
（２）完成法 イ，文章Ｋ:依るもの
　　　　　　　　　(･17}
Ｊ
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　　　　　一　　●　　　　ロ，図解を用いるもの　　　　　　　。。
　　　　　　　　　　　　　ハ，類推に依るもｏ　　　　　　　　，　。
　　　　　　　　　　　　　ニ，方程式による屯（7）　　　・　　　　　・　　　　　　　11
　　　　（3j）訂TE法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒
’Ｂ，判別法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　（１）選択法
　　　　（２）真偽法
　　　　（３）組合法
　　　　（4’）記録法
　　　　（５）排列法
　　　（ｅ）問題場面を用いる検醤
　　　（ｏ学校内夕卜の行動ｃ）記録
≒　（ｇ）･面接並に個人報告
　　　（ｈ）製作物，創作物ｏ分析と評価
　などの如く分類せしめて各々について実際に行はせる。
　　（3）ｍｉｎｉｍｕｍEssentials とEvaluaionと０関係　　　。
　　（４）評価計画０立て方。
　上述の計画に従って学生自ら問題構成に当りそれを実施すれぼ，従来Ｏ Paper test に対する新ら
しい評価の役割も理解出来るし，評価が何のためになされるか，という意義と如何なる目的によるか
がはっきりと把握出来よう。
　　（13）問題構成及評價
　学生が上述０計画実施に当っては，
　　　（１）一理解に対する評価０具休例とそ０批判
　　　（２）能力，能度について０評価０具体例とそ０批判。
　　　（3j）理科教育による全体的診断及職業向性とその補導。　づ
などを通して行はしめる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，。●
　　　学習息励０年間指導計画と短期計画０必要性とそ０方法
　　　（1ご）学校経営の中の理科教育の立場を考える。
　　　(2)児童の興味や疑問０中心が自然の変化と共に変ること，問題解決に於ては（特に低学年に
　　　於て）四季０変化を考慮に入れるべきこと。
　　　（3j）年間計画案の実施とそ０反省。
　　　（４）短期計画の立案。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　以上に依り全体的関係を把握せしめる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　●」
　　　　　－(14)教具及施設
　学生が現場０調告を行うことに依り，又実際に学習指導を行うことに依り，施設ｐ如何に不足して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）
いるかや･その重要性を身をIもって休験したことである。これを･もとにして全休的な教具施設に対す
る考察を行い，理科室０経営や環境０設定の技能を身にっけて訃く事は将来０理科教員として大切な
要素である。ここでは次の項目に従って目的を達成したい。
　　　（Ａ）校内施設
　　　　C 1} Science Corner ｡の設定
　　　　（２）施設ｏ管理は如何にすれぼよいか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･‥
　　　　（３）普通教室に於ける理科的施設　　　　　゛　　　　　　　　　　　　　　　　･’
　　　　（４）特別教室に於ける施設
　　　　（５）各種標本展示物０管理とそ０利用
　　　　（６）薬物管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
　　　（Ｂ）校外施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’｀　　　　　’‘＼
　　　　（1･）学校園の作り方とその利用について　　　　　　　∧　　　　　　　　　　２
　　　　（２）飼育小屋０設計’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ヽ　‥
　　　　（３）気象観測及天体観察０諸施設（百葉箱，簡易天文台等）‘　　　’‘　　　　゛‥｀
　　　　（４）遊戯場に於ける施設（遊び（z）理科学習え０導入）　　　　　　　　　　　　　一
　　　　（５）保健休育に関するもの（身近なハイキングコ,－ス，採集コース社）於ける小屋）
　　　　（６）地域社会に於ける施設の教材とし１:０導入。
　以上は有能な理科教員として０経営面０考察が重要である。現在０学校（Z）施設がど０程度であるか
を知る事も大切であるが，不足設備を如何にして充実さすか。又既存０教具施設を如何にして高直に
活用せしめるかがより大切である。こ０点に於て教材研究０在り方にっいても大きな問題を有する。
教材研究に関しては別０機会に譲り度い’。要は学習に当って児童生徒に不足感をもたせたり活動意慾
の減退を生じさせたりしないように精進さすべきことを学生が認識することにある。
Ｖ　結 語
　理科教育法の実施に･当り常に逢着する問題は実用的，経験的，社会的，心理学的立場にある所扇米
国式の教育理念と，欧洲伝統的０過去０文化遺産を重んじ理論的体系を尊ぶ，アカデミックな教育理
念が其の運営に際し，実際的に相勉し困惑される二面相であるが，訃くとも過去に於ける日本０自然
科学が欧米０それを吸収するために余りにも忙殺されそれが為に注入的となり，殊に理科教育に於て
は所謂Black-bood Teaching の域を脱していなかつたと云われても敢えて反論は出来ない処であろ
う。理科教育が一般嘸民ｏ科学レ゛ルの向上を目途する限り徒らに現場と遊離した抽象的観念論は反
省せねばならない重要なpointであろう。然しながら，自然的，経済的，伝統的にそｏ環境を異に
する日本に於て，米国式(z)教育理念を其ｏ優日本に適用する事は大いなる調査研究を要する点であり，
たえず注意しなけれぼならない処である。
　筆者は微力ながら以上ｏ諸点を考慮しつつ本稿をもｏし，同志の批正を乞う次第である。なお以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19で)
高･知大学学ﾌ術研究報告第１巻第21号
.は大略二単位分をあげた０で教材研究０部は第二報に譲ることとしたら。
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